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(57)【要約】
　ＯＦＤＭのような無線通信システムの無線接続ネット
ワークの現用ガードインタバルについて，種々のガード
インタバルのうちどれが用いられているかを移動機が試
す必要がないように，無線接続ネットワークから移動機
へ伝送する方法である。本方法は，トレーニングシーケ
ンスに対する所定の時間にガードインタバルを示すシス
テム情報を送信するステップに基づく。対応する装置も
また提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力ビットストリームに反応し，各副チャネルに対してビットから変調シンボルへマッ
ピングする変調方式を用いて副搬送波周波数を有する副搬送波を変調することによって，
無線送信のために多数の副チャネルを含む変調搬送波信号を供給し，前記副チャネルの少
なくとも１つは，前記副搬送波のうち対応するものを，トレーニングシーケンス及び前記
副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに少なくとも先行するガードインタバルを
示すシステム情報を用いて変調することによって供給する変調器であって，
　前記の少なくとも１つの副チャネルに対して，前記トレーニングシーケンスが，所定長
のインタバルによって前記システム情報と分離されるように構成した変調器を備える装置
。
【請求項２】
　前記変調器は，前記副チャネルの少なくとも１つに対して，前記トレーニングシーケン
スを搬送する少なくともいくつかのビットが，前記システム情報を搬送する少なくともい
くつかのビットと同一の変調シンボル又は別の変調シンボルのいずれかに，前記変調器に
よってマップされるように構成する請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記変調器は，前記副チャネルの少なくとも１つに対して，前記トレーニングシーケン
スを搬送するすべてのビットが，前記システム情報を搬送するどのビットとも異なる変調
シンボルに前記変調器によってマップされるように構成する請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記変調器は，前記所定長のインタバルを，前記ガードインタバルを示す前記システム
情報を搬送するビットがマップされる変調シンボルに先行する固定長ガードインタバルと
するように構成する請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記変調器は，前記副チャネルの少なくとも１つに対して，ペイロード情報を搬送する
少なくともいくつかのビットを，前記トレーニングシーケンスの後，かつ前記システム情
報を搬送するどのシンボルより前に送信する変調シンボルにマップするように構成する請
求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記変調器は，前記ガードインタバルがペイロードシンボルに対する巡回プレフィクス
を搬送するように構成する請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記変調器は，前記システム情報が前記トレーニングシーケンスと同一の変調シンボル
によって搬送され，かつ前記所定長がゼロであるように前記トレーニングシーケンスの直
後に続くように構成する請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の装置を備え，前記変調搬送波信号に反応して前記変調搬送波を無線で
送信する送信器を更に備える無線通信システムの無線接続ネットワーク要素。
【請求項９】
　入力ビットストリームに反応し，各副チャネルに対してビットから変調シンボルへマッ
ピングする変調方式を用いて副搬送波周波数を有する副搬送波を変調することによって，
多数の副チャネルを含む変調搬送波信号を供給し，前記副チャネルの少なくとも１つは，
前記副搬送波のうち対応するものを，トレーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送
するペイロード変調シンボルに少なくとも先行するガードインタバルを示すシステム情報
を用いて変調することによって供給するステップであって，
　前記の少なくとも１つの副チャネルに対して，前記トレーニングシーケンスが，所定長
のインタバルによって前記システム情報と分離されるステップを有する方法。
【請求項１０】
　前記副チャネルの少なくとも１つに対して，前記トレーニングシーケンスを搬送する少
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なくともいくつかのビットが，前記システム情報を搬送する少なくともいくつかのビット
と同一の変調シンボル又は別の変調シンボルのいずれかに，前記変調器によってマップさ
れる請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記副チャネルの少なくとも１つに対して，前記トレーニングシーケンスを搬送するす
べてのビットが，前記システム情報を搬送するどのビットとも異なる変調シンボルに前記
変調器によってマップされる請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記所定長のインタバルを，変調の際に少なくともペイロード変調シンボルの前に置か
れる前記ガードインタバルを示す前記システム情報を搬送するビットがマップされる変調
シンボルに先行する固定長ガードインタバルとする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記副チャネルの少なくとも１つに対して，ペイロード情報を搬送する少なくともいく
つかのビットを，前記トレーニングシーケンスの後，かつ前記システム情報を搬送するど
のシンボルより前に送信する変調シンボルにマップする請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ガードインタバルが，ペイロードシンボルに対する巡回プレフィクスを搬送する請
求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記システム情報が前記トレーニングシーケンスと同一の変調シンボルによって搬送さ
れ，かつ前記所定長がゼロであるように前記トレーニングシーケンスの直後に続く請求項
９に記載の方法。
【請求項１６】
　計算機プロセッサが実行する計算機プログラムコードを組み込んだ計算機可読記憶構造
体を含む計算機プログラム製品であって，前記計算機プログラムコードは請求項９に記載
の方法を実行する命令を含む計算機プログラム製品。
【請求項１７】
　多数の副チャネルを含む変調搬送波信号に反応し，変調シンボルを得るために前記変調
搬送波信号の副チャネルの少なくとも１つを復調し，次に前記変調シンボルに対応し，ト
レーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに少なくと
も先行するガードインタバルを示すシステム情報を表すビットを復調する復調器であって
，
　前記システム情報が前記トレーニングシーケンスから所定長のインタバルによって分離
されていることを用いて前記システム情報を探索するように構成した復調器を備える装置
。
【請求項１８】
　前記復調器は，前記システム情報から前記ガードインタバルの長さを示す情報を得るよ
うに構成する請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記復調器は，前記副チャネルのどれかによって搬送されるペイロードシンボルを復調
する際に，前記ガードインタバルの長さを示す前記情報を用いるように構成する請求項１
８に記載の装置。
【請求項２０】
　請求項１７に記載の装置を備え，前記変調搬送波信号を受信するための受信器を更に備
える移動機。
【請求項２１】
　多数の副チャネルを含む変調搬送波信号に反応し，変調シンボルを得るために前記変調
搬送波信号の副チャネルの少なくとも１つを復調し，次に前記変調シンボルに対応し，ト
レーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに少なくと
も先行するガードインタバルを示すシステム情報を表すビットを復調するステップであっ
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て，
　前記副チャネルの少なくとも１つを復調する際に，前記システム情報が前記トレーニン
グシーケンスから所定長のインタバルによって分離されていることを用いて前記システム
情報を探索するステップを有する方法。
【請求項２２】
　前記システム情報から前記ガードインタバルの長さを示す情報を得るステップを更に有
する請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記副チャネルのどれかによって搬送されるペイロードシンボルを復調する際に，前記
ガードインタバルの長さを示す情報を用いるステップを更に有する請求項２２に記載の方
法。
【請求項２４】
　計算機プロセッサが実行する計算機プログラムコードを組み込んだ計算機可読記憶構造
体を含む計算機プログラム製品であって，前記計算機プログラムコードは請求項２１に記
載の方法を実行する命令を含む計算機プログラム製品。
【請求項２５】
　少なくとも１つの移動機と通信で結合するように構成した少なくとも１つの要素を含む
無線接続ネットワークと，前記少なくとも１つの移動機を備え，前記の無線接続ネットワ
ーク要素は請求項１に記載の装置を含むシステム。
【請求項２６】
　少なくとも１つの移動機と通信で結合するように構成した少なくとも１つの要素を含む
無線接続ネットワークと，前記少なくとも１つの移動機を備え，前記移動機は請求項１に
記載の装置を含むシステム。
【請求項２７】
　請求項９に記載の方法によって動作するように規定した特定用途集積回路。
【請求項２８】
　請求項２１に記載の方法によって動作するように規定した特定用途集積回路。
【請求項２９】
　基地局が無線フレームを送信する無線環境において動作する移動体デバイスであって，
無線フレーム当たり少なくとも２つの別のガードインタバルを規定し，トレーニングシー
ケンスシンボルと，引き続くシステム情報シンボルが固定ガードインタバルで分離され，
前記無線フレームの更なるシンボルは，前記固定ガードインタバルに等しいか小さいイン
タバルを有するほかの引き続くガードインタバルで分離される移動体デバイス。
【請求項３０】
　基地局が無線フレームを送信する無線環境において動作する移動体デバイスであって，
各無線フレームは，ガードインタバルに続くトレーニングシーケンスシンボルと，システ
ム情報シンボルと，引き続くガードインタバルによって互いに分離された更なるシンボル
と，を含み，
　前記トレーニングシーケンスシンボルに反応して，フレームの時間位置を判定し，その
信号指示を供給するフレーム化デバイスと，
　前記フレームの前記時間位置の前記信号指示に反応する信号プロセッサであって，前記
固定ガードインタバルに等しいか小さいインタバルを有する前記引き続くガードインタバ
ルによって互いに分離された前記更なるシンボルを前記移動体デバイスが処理できるよう
に，前記移動体デバイスが前記システム情報の判定を可能にするため，前記トレーニング
シーケンスシンボルの後の固定ガードインタバルにおける前記システム情報シンボルの時
間位置を判定する信号プロセッサと，
を備える移動体デバイス。
【請求項３１】
　前記信号プロセッサからのシステム情報信号に反応して，ガードインタバル信号を供給
する判定器を更に備える請求項３０に記載の移動体デバイス。
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【請求項３２】
　前記ガードインタバル信号に反応して，前記固定ガードインタバルに等しいか又は小さ
いインタバルにおけるペイロードを処理するペイロードプロセッサを更に備える請求項３
１に記載の移動体デバイス。
【請求項３３】
　無線フレームを送信する基地局を含む無線接続ネットワークを備える移動体通信システ
ムであって，前記基地局は，無線フレーム当たり少なくとも２つの別のガードインタバル
を規定し，トレーニングシーケンスシンボルと，引き続くシステム情報シンボルが固定ガ
ードインタバルで分離され，前記無線フレームの更なるシンボルは，前記固定ガードイン
タバルに等しいか小さいインタバルを有するほかの引き続くガードインタバルで分離され
るように構成する移動体通信システム。
【請求項３４】
　直交周波数分割多重を用いる無線送信において，ユーザ情報を搬送するシンボルを分離
するためにガードインタバルを用いるステップと，
　トレーニングシーケンスシンボル及び前記ガードインタバルに関連する情報を含むシス
テム情報シンボルもまた伝送するステップであって，前記トレーニングシーケンスシンボ
ルと前記システム情報シンボルとを所定長のインタバルで分離するステップと，
を有する方法。
【請求項３５】
　入力ビットストリームに反応し，各副チャネルに対してビットから変調シンボルへマッ
ピングする変調方式を用いて副搬送波周波数を有する副搬送波を変調することによって，
無線送信のために多数の副チャネルを含む変調搬送波信号を供給し，前記副チャネルの少
なくとも１つは，前記副搬送波のうち対応するものを，トレーニングシーケンス及び前記
副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに少なくとも先行するガードインタバルを
示すシステム情報を用いて変調することによって供給する変調手段であって，
　前記の少なくとも１つの副チャネルに対して，前記トレーニングシーケンスが，所定長
のインタバルによって前記システム情報と分離されるように構成した変調手段を備える装
置。
【請求項３６】
　前記ガードインタバルを示す前記システム情報に，前記ガードインタバルの長さの値を
含める手段を更に備える請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　多数の副チャネルを含む変調搬送波信号に反応し，変調シンボルを得るために前記変調
搬送波信号の副チャネルの少なくとも１つを復調し，次に前記変調シンボルに対応し，ト
レーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに少なくと
も先行するガードインタバルを示すシステム情報を表すビットを復調する復調手段であっ
て，
　前記システム情報が前記トレーニングシーケンスから所定長のインタバルによって分離
されていることを用いて前記システム情報を探索するように構成した復調手段を備える装
置。
【請求項３８】
　前記ガードインタバルの長さを示す前記システム情報から前記ガードインタバルの長さ
の値を得る手段を更に備える請求項３７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，シンボル間干渉を軽減するために，巡回プレフィクスを搬送するガードイン
タバルを用いるシステムの無線通信分野に属する。
【背景技術】
【０００２】
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　本発明は，シンボル間にガードインタバルを有する無線通信システムに関係する。一例
は直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）である。ＯＦＤＭの一応用は，３．９Ｇ，すなわち進
化したＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications System：はん用移動体通信シス
テム）地上無線接続（ＵＴＲＡ：UMTS Terrestrial Radio Access）の無線インタフェー
スである。
【０００３】
　ＯＦＤＭにおいて，少なくとも無線通信システムにおいては，情報源符号化及びチャネ
ル符号化の後で，直列入力ビットストリームはビットレートが１／ＮのＮ個の並列ビット
ストリームに直並列変換され，次にＮ個のビットストリームのそれぞれは（例えばＰＳＫ
変調又はＱＡＭ変調を用いて）対応する変調シンボル列にマップされる。そして次に変調
シンボルを用いて，副チャネル信号はすべてのほかの副チャネル信号に対して少なくとも
擬似直交し，物理副チャネルに各々対応する相互に（少なくとも擬似的に）直交する，各
々変調シンボルで変調された一組の副搬送波信号を供給するように，対応するある周波数
の（物理）副チャネルを変調する。（したがってＯＦＤＭにおいては，一組の副チャネル
信号は，数学的手段によって搬送波信号の変調されたシンボルに変換される。）シンボル
間干渉（ＩＳＩ）及び可能性のあるほかのチャネル効果を軽減するために，各変調シンボ
ルに先行して（少なくともトレーニングシーケンスの後に）ガードインタバルが配置され
る。そしてシンボルの信号は，シンボルに対するプレフィクス，すなわちいわゆる巡回プ
レフィクス（ＣＰ）として働くようにガードインタバルの長さだけ繰り返され，シンボル
の前に付加される。
【０００４】
　通信時の通信チャネルによって，種々のガードインタバル（また通常種々の巡回プレフ
ィクス長）を用いてもよい。受信器は，ガードインタバルに続くシンボルを正確に受信す
るために，ガードインタバル（又は巡回プレフィクス）を知る必要がある。
【０００５】
　マルチパスチャネルにおいては，チャネルが送信されたシンボルの反射を生じさせる。
関連する数値は，遅延拡散及びルート平均二乗（ＲＭＳ）遅延拡散である。ダウンリンク
のＯＦＤＭシステムにおける巡回プレフィクスの長さを決定するとき，巡回プレフィクス
は予測されるＲＭＳ遅延拡散よりも長いことが必要である。セルが大きいと予想されるＲ
ＭＳ遅延拡散は長くなり，山岳地帯では７μｓにもなる。一方室内では，ＲＭＳ遅延拡散
は恐らく１μｓの数分の一である。アップリンクにおいては，遅延拡散に加えてセル範囲
及び生じ得るユーザ間の同期も考慮に入れなければならない。
【０００６】
　巡回プレフィクスは（実際には）データを送信するために使われない資源であるので，
与えられた環境において，過剰な巡回プレフィクス長（及びまた過剰に長いガードインタ
バルも）は資源の無駄となる。ＩＳＩは連続するシンボル間で生じ，性能を制限するので
，短すぎる巡回プレフィクスも同様にスループットを減少させる。
【０００７】
　広範なシナリオにおいて運用するシステムを設計する際は，巡回プレフィクスは最悪シ
ナリオによって決定してもよい。最悪のセルは，非常に異常なセルである。したがって，
ほとんどのセルに対しては巡回プレフィクスが長すぎ，資源が浪費される。
【０００８】
　先行技術（ＩＥＥＥ８０２．１６（広帯域無線））において，多数の異なるガードイン
タバル又は巡回プレフィクスが規定されている。あるセル内で適切な巡回プレフィクスが
用いられている。そのセルに同期する際，ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ユーザ
装置）は代替のプレフィクスを試験し，実験によって現用のものを識別しなければならな
い。すなわち，例えば試行錯誤によって，うまく動作するものが見付かるまで順に各代替
案を試験する。
【０００９】
　この試験は時間が掛かる。この試験を無くすことが有利である。
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【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　したがって本発明の第１態様によれば，入力ビットストリームに反応し，各副チャネル
に対してビットから変調シンボルへマッピングする変調方式を用いて副搬送波周波数を有
する副搬送波を変調することによって，無線送信のために多数の副チャネルを含む変調搬
送波信号を供給し，前記副チャネルの少なくとも１つは，前記副搬送波のうち対応するも
のを，トレーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに
少なくとも先行するガードインタバルを示すシステム情報を用いて変調することによって
供給する変調器であって，前記の少なくとも１つの副チャネルに対して，前記トレーニン
グシーケンスが，所定長のインタバルによって前記システム情報と分離されるように構成
した変調器を備える装置が提供される。
【００１１】
　本発明はまた，本発明の第１態様による装置を備え，前記変調搬送波信号に反応して前
記変調搬送波を無線で送信する送信器を更に備える無線通信システムの無線接続ネットワ
ーク要素を提供する。
【００１２】
　本発明の第２態様によれば，入力ビットストリームに反応し，各副チャネルに対してビ
ットから変調シンボルへマッピングする変調方式を用いて副搬送波周波数を有する副搬送
波を変調することによって，多数の副チャネルを含む変調搬送波信号を供給し，前記副チ
ャネルの少なくとも１つは，前記副搬送波のうち対応するものを，トレーニングシーケン
ス及び前記副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに少なくとも先行するガードイ
ンタバルを示すシステム情報を用いて変調することによって供給するステップであって，
前記の少なくとも１つの副チャネルに対して，前記トレーニングシーケンスが，所定長の
インタバルによって前記システム情報と分離されるステップを有する方法が提供される。
【００１３】
　本発明はまた，計算機プロセッサが実行する計算機プログラムコードを組み込んだ計算
機可読記憶構造体を含む計算機プログラム製品であって，前記計算機プログラムコードは
本発明の第２態様の方法を実行する命令を含む計算機プログラム製品が提供される。
【００１４】
　本発明はまた，本発明の第２態様による方法によって動作するように規定した特定用途
集積回路を提供する。
【００１５】
　本発明の第３態様によれば，多数の副チャネルを含む変調搬送波信号に反応し，変調シ
ンボルを得るために前記変調搬送波信号の副チャネルの少なくとも１つを復調し，次に前
記変調シンボルに対応し，トレーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイロ
ード変調シンボルに少なくとも先行するガードインタバルを示すシステム情報を表すビッ
トを復調する復調器であって，前記システム情報が前記トレーニングシーケンスから所定
長のインタバルによって分離されていることを用いて前記システム情報を探索するように
構成した復調器を備える装置が提供される。
【００１６】
　本発明はまた，本発明の第３態様による装置を備え，前記変調搬送波信号を受信するた
めの受信器を更に備える移動機を提供する。
【００１７】
　本発明の第４態様によれば，多数の副チャネルを含む変調搬送波信号に反応し，変調シ
ンボルを得るために前記変調搬送波信号の副チャネルの少なくとも１つを復調し，次に前
記変調シンボルに対応し，トレーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイロ
ード変調シンボルに少なくとも先行するガードインタバルを示すシステム情報を表すビッ
トを復調するステップであって，前記副チャネルの少なくとも１つを復調する際に，前記
システム情報が前記トレーニングシーケンスから所定長のインタバルによって分離されて
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いることを用いて前記システム情報を探索するステップを有する方法が提供される。
【００１８】
　本発明はまた，計算機プロセッサが実行する計算機プログラムコードを組み込んだ計算
機可読記憶構造体を含む計算機プログラム製品であって，前記計算機プログラムコードは
本発明の第４態様による方法を実行する命令を含む計算機プログラム製品が提供される。
【００１９】
　本発明はまた，本発明の第４態様による方法によって動作するように規定した特定用途
集積回路を提供する。
【００２０】
　本発明はまた，少なくとも１つの移動機と通信で結合するように構成した少なくとも１
つの要素を含む無線接続ネットワークと，前記少なくとも１つの移動機を備え，前記の無
線接続ネットワーク要素が本発明の第１態様による装置を含み，及び／又は前記移動機が
第３態様による装置を含むシステムを提供する。
【００２１】
　本発明の第５態様によれば，基地局が無線フレームを送信する無線環境において動作す
る移動体デバイスであって，無線フレーム当たり少なくとも２つの別のガードインタバル
を規定し，トレーニングシーケンスシンボルと，引き続くシステム情報シンボルが固定ガ
ードインタバルで分離され，前記無線フレームの更なるシンボルは，前記固定ガードイン
タバルに等しいか小さいインタバルを有するほかの引き続くガードインタバルで分離され
る移動体デバイスが提供される。
【００２２】
　本発明の第６態様によれば，基地局が無線フレームを送信する無線環境において動作す
る移動体デバイスであって，各無線フレームは，ガードインタバルに続くトレーニングシ
ーケンスシンボルと，システム情報シンボルと，引き続くガードインタバルによって互い
に分離された更なるシンボルと，を含み，前記トレーニングシーケンスシンボルに反応し
て，フレームの時間位置を判定し，その信号指示を供給するフレーム化デバイスと，前記
フレームの前記時間位置の前記信号指示に反応する信号プロセッサであって，前記固定ガ
ードインタバルに等しいか小さいインタバルを有する前記引き続くガードインタバルによ
って互いに分離された前記更なるシンボルを前記移動体デバイスが処理できるように，前
記移動体デバイスが前記システム情報の判定を可能にするため，前記トレーニングシーケ
ンスシンボルの後の固定ガードインタバルにおける前記システム情報シンボルの時間位置
を判定する信号プロセッサと，を備える移動体デバイスが提供される。
【００２３】
　本発明の第６態様によれば，移動体デバイスはまた，前記信号プロセッサからのシステ
ム情報信号に反応して，ガードインタバル信号を供給する判定器を更に備える。
【００２４】
　本発明の第７態様によれば，無線フレームを送信する基地局を含む無線接続ネットワー
クを備える移動体通信システムであって，前記基地局は，無線フレーム当たり少なくとも
２つの別のガードインタバルを規定し，トレーニングシーケンスシンボルと，引き続くシ
ステム情報シンボルが固定ガードインタバルで分離され，前記無線フレームの更なるシン
ボルは，前記固定ガードインタバルに等しいか小さいインタバルを有するほかの引き続く
ガードインタバルで分離されるように構成する移動体通信システムが提供される。
【００２５】
　本発明の第８態様によれば，直交周波数分割多重を用いる無線送信において，ユーザ情
報を搬送するシンボルを分離するためにガードインタバルを用いるステップと，トレーニ
ングシーケンスシンボル及び前記ガードインタバルに関連する情報を含むシステム情報シ
ンボルもまた伝送するステップであって，前記トレーニングシーケンスシンボルと前記シ
ステム情報シンボルとを所定長のインタバルで分離するステップと，を有する方法が提供
される。
【００２６】
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　本発明の第９態様によれば，入力ビットストリームに反応し，各副チャネルに対してビ
ットから変調シンボルへマッピングする変調方式を用いて副搬送波周波数を有する副搬送
波を変調することによって，無線送信のために多数の副チャネルを含む変調搬送波信号を
供給し，前記副チャネルの少なくとも１つは，前記副搬送波のうち対応するものを，トレ
ーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイロード変調シンボルに少なくとも
先行するガードインタバルを示すシステム情報を用いて変調することによって供給する変
調手段であって，前記の少なくとも１つの副チャネルに対して，前記トレーニングシーケ
ンスが，所定長のインタバルによって前記システム情報と分離されるように構成した変調
手段を備える装置が提供される。
【００２７】
　本発明の第９態様によれば，前記装置は前記ガードインタバルを示す前記システム情報
に，前記ガードインタバルの長さの値を含める手段を更に備える。
【００２８】
　本発明の第１０態様によれば，多数の副チャネルを含む変調搬送波信号に反応し，変調
シンボルを得るために前記変調搬送波信号の副チャネルの少なくとも１つを復調し，次に
前記変調シンボルに対応し，トレーニングシーケンス及び前記副チャネルが搬送するペイ
ロード変調シンボルに少なくとも先行するガードインタバルを示すシステム情報を表すビ
ットを復調する復調手段であって，前記システム情報が前記トレーニングシーケンスから
所定長のインタバルによってと分離されていることを用いて前記システム情報を探索する
ように構成した復調手段を備える装置が提供される。
【００２９】
　本発明の第１０態様によれば，前記装置は，前記ガードインタバルの長さを示す前記シ
ステム情報から前記ガードインタバルの長さの値を得る手段を更に備える。
【００３０】
　本発明についての上述の，及びほかの目的と，特徴と，利点とが，添付の図面と関連し
て提示される以降の詳細な説明を考慮することによって明確になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　本発明は，ある長さのガードインタバルが少なくともいくつかの変調シンボルを分離す
る無線通信システムの基地局（又はノードＢのような類似のコンポーネント）から移動機
への通信に向けられたものである。この場合移動機は，（例えばほかの基地局からその基
地局へハンドオーバする途中であるため）現用のガードインタバルを知らず，そのためガ
ードインタバルに続く変調シンボルを復調することができない（なぜならば，それを行う
にはガードインタバルの長さを知らなければならないからである）。本発明は，ガードイ
ンタバルの長さ（又は，上述のようにガードインタバルが巡回プレフィクスを搬送するア
プリケーションにおいては，均等に巡回プレフィクスの長さ）を示す情報を，（例えば論
理同報チャネルを介して）基地局が伝送する無線フレームに含まれるシステム情報が提供
することを想定する。更に無線フレームは，通常は無線フレームの先頭でトレーニングシ
ーケンスも搬送することを想定している。ここでトレーニングシーケンスは，基地局へ同
期するため，及び／又は移動機がその無線受信器を，移動機と基地局との間の通信チャネ
ル（無線インタフェース）の動的状態に対して調整することができるようにするため，に
用いられる。同一の無線フレーム，又は少なくともほかの無線フレームが，（例えばユー
ザデータを搬送する）ペイロードシンボルを含む。そのそれぞれは，始めは長さが移動機
に知られていないガードインタバルの後に続く。移動機がガードインタバルの長さを判定
すると，ペイロードシンボルを含む無線フレームからペイロードシンボルを抽出し，そし
て（各々が搬送する１又は複数のビットを得るために）それらを復調することができる。
【００３２】
　トレーニングシーケンスは，通常基地局への同期を可能にするため，また（種々の周波
数において，通信に対して種々の劣化を与える無線インタフェースに受信器を調整するた
めに）通常チャネル等化を実行するため，１又は複数のビットシーケンスを含むことがで
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きる。
【００３３】
　本発明によれば，（ＯＦＤＭのように）多数の副チャネルが並行して搬送されるシステ
ムの少なくとも１つのダウンリンク（物理）副チャネルの少なくとも１つの通信フレーム
（システム情報内でガードインタバル情報が搬送されるフレーム）が，システム情報に対
して固定した時間関係にある，すなわち双方が所定長の時間インタバルで分離されており
，移動機が基地局から最初にダウンリンク信号を受信するとき移動機に知られている，ト
レーニングシーケンスを含む。このように移動機はシステム情報を捜すとき，どの通信フ
レームを捜せばよいか知っており，それで現用のガードインタバルについて示している情
報を読むことができる。すなわち，移動機はシステム情報内のガードインタバルの長さを
読むことができる。そのようないくつかの実施例においては，上述のようにガードインタ
バルが後に続く変調シンボルのために巡回プレフィクスを搬送し，ＩＳＩを軽減する際に
それを用いることができる。
【００３４】
　システム情報が多量の場合は，トレーニングシーケンスを搬送する変調シンボル（又は
複数のシンボル）とは別の多数の変調シンボルによって搬送してもよい。その場合所定の
時間インタバルは，トレーニングシーケンスの終わりと，ガードインタバルに関する情報
を搬送する変調シンボルの始めとの間のインタバルとするのが有利である。いずれにしろ
その時間インタバルは，（たとえシステム情報がトレーニングシーケンスを搬送する変調
シンボルと同一の変調シンボルによって搬送されていても）ガードインタバルについての
情報を搬送するシステム情報の位置を示す。
【００３５】
　例えばトレーニングシーケンスが単一のトレーニングシーケンス変調シンボルによって
無線フレームの最初に搬送され，ガードインタバルの長さを含むシステム情報が次に続く
システム情報シンボルによって搬送され，１又は複数のペイロードシンボルが続く場合を
取り上げると，本発明はトレーニングシーケンスに続くすべての変調シンボルがガードイ
ンタバルの後に続き，システム情報変調シンボルに先行するガードインタバルは，ペイロ
ード変調シンボルに先行するガードインタバルとは長さが異なってもよく，そのため本発
明によれば，無線フレームは，１つは固定で，他方は動的（通信経路の状態による）な２
種類の又は２つの長さのガードインタバルを含むことができる。
【００３６】
　基地局（又はセクタ化セルラ通信システムにおいては基地局の１セクタ）のシステム情
報は，通常無線フレームの一部として（物理副チャネルを介して）搬送される論理チャネ
ルである同報チャネル（ＢＣＨ）上で通知される。更にほかの関連する情報，すなわち待
機モードの端末に関連する，現在のランダム接続チャネル（ＲＡＣＨ）の無線パラメータ
と，そのセルにハンドオーバする端末に割り当てることができるダウンリンクと，（例え
ば論理ページングチャネル（ＰＣＨ）上の）ページングトークンと，のような情報は，共
通チャネル（ＣＣＨ）（もう１つの論理チャネル）上で通知される。
【００３７】
　本発明は，少なくともシステム情報及びトレーニングシーケンスが通知され，システム
情報はガードインタバル及び現用の巡回プレフィクス長を指示し，ガードインタバルを示
すシステム情報は，（システム情報のほかのブロックとは異なり）例えばトレーニングシ
ーケンスの終わりと，システム情報の始めとの間に，移動機に既知の所定時間インタバル
があるようにしたトレーニングシーケンスに対する所定の時間位置で通知される，任意の
構成を含む。例えばシステム情報は，トレーニングシーケンスの直後にあってもよく，か
つトレーニングシーケンスと同一の変調シンボルによって少なくとも部分的に（ガードイ
ンタバル又は巡回プレフィクスを示す情報を含む部分を）搬送してもよい。その場合は，
所定インタバル長はゼロである。あるいはシステム情報は，トレーニングシーケンス（又
はトレーニングシーケンスの任意の部分）を搬送しない変調シンボルであってトレーニン
グシーケンスの直後に続く変調シンボル（すなわちトレーニングシーケンスを搬送する変
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調シンボルに続く又は２以上の変調シンボルを，トレーニングシーケンスを搬送するため
に用いるときは，トレーニングシーケンスを搬送する最後の変調シンボル）によって搬送
することができる。その場合，システム情報は，（通常はサイクリックプレフィクスを搬
送する）ガードインタバルに続くことになりに続き，所定時間インタバルは，このガード
インタバルの長さである（ペイロード変調シンボル，すなわち基地局の現用ガードインタ
バルを含む，引き続く変調シンボルの前のガードインタバルであってもよいが，通常はそ
れと異なる）。更に別の代替案として，基地局の現用ガードインタバル又は巡回プレフィ
クスを示すシステム情報の少なくとも一部を搬送する（すなわち少なくともペイロードシ
ンボルに先行する）変調シンボルは，１又は複数のペイロード変調シンボルの後に続いて
もよい。
【００３８】
　図１を参照すると，ＵＭＴＳパケットネットワークアーキテクチャは主なアーキテクチ
ャ要素であるユーザ装置（ＵＥ）と，ＵＴＲＡＮと，コアネットワーク（ＣＮ）と，を含
んでいる。ＵＥは無線（Ｕｕ）インタフェースを介してＵＴＲＡＮと接続し，ＵＴＲＡＮ
は，（有線の）Ｉｕインタフェースを介してコアネットワークと接続している。
【００３９】
　図２に本アーキテクチャの更なる詳細，特にＵＴＲＡＮを示す。ＵＴＲＡＮには多数の
無線ネットワークサブシステム（ＲＮＳ）があり，それぞれ少なくとも１つの無線ネット
ワークコントローラ（ＲＮＣ）を含む。各ＲＮＣは，ＧＳＭの基地局（第２世代のいわゆ
る無線接続技術）の３ＧＰＰにおける対応物である多数のノードＢに接続することができ
る。各ノードＢは，図１に示す無線インタフェース（Ｕｕ）を介して多数のＵＥと無線接
続することができる。たとえ１又は複数のノードＢが別個のＲＮＣに接続されていても，
あるＵＥはそれら多数のノードＢと無線接続することができる。例えば図２に示すＵＥ１
は，ＲＮＳ１のノードＢ２及びＲＮＳ２のノードＢ３と無線接続することができ，ここで
ノードＢ２及びノードＢ３は隣接するノードＢである。別個のＲＮＳのＲＮＣは，移動体
ＵＥがあるＲＮＣのノードＢに属するセルから別のＲＮＣのノードＢに属するセルへ横断
する際に，双方のＲＮＣと接続を保つことができるようにするＩｕｒインタフェースによ
って接続することができる。ＲＮＣの１つは「サービス提供」ＲＮＣ又は「制御」ＲＮＣ
（ＳＲＮＣ又はＣＲＮＣ）として動作し，一方もう１つは「ドリフト」ＲＮＣ（ＤＲＮＣ
）として動作する。一連のそのようなドリフトＲＮＣを，特定のＳＲＮＣから延長するよ
うに構成することさえできる。その多数のノードＢは，それぞれが隣接セルの制御に当た
るという意味で通常は隣接するノードＢである。移動体ＮＥは，新しいノードＢとのコネ
クションを再確立する必要なく，隣接セル間を横断することができる。なぜならば，ノー
ドＢが同一のＲＮＣに接続しているか，又は別のＲＮＣに接続しているときは，それらＲ
ＮＣが相互に接続しているからである。ＵＥがそのような動きをしている間，ＵＥがＵＴ
ＲＡＮに対して常に少なくとも１つの無線リンクを維持することができるように，ときど
き無線リンクを追加したり，破棄したりする必要がある。これをソフトハンドオーバ（Ｓ
ＨＯ）と呼ぶ。
【００４０】
　図３に多数の巡回プレフィクスサイズ（この場合は２）を有する例として提案するシン
ボル構成のフレーム構造を示す。それらについては以降で，「移動体端末」，すなわち無
線接続ネットワークに通信接続するための装置，を含む移動機又は移動体デバイス，若し
くはほかの装置（例えばパーソナル計算機），のようなユーザ装置（ＵＥ）と関連して説
明する。
【００４１】
　図４は，無線環境において動作する，図２に示すＵＥの１つのような，本発明による移
動体デバイス４００の形態をしたユーザ装置を示している。ここで（図２のノードＢのよ
うな）基地局は線４０２の信号によって示されるフレームを送信し，各フレームは図３に
示すトレーニング及びパイロットシンボル３０２に含まれるトレーニングシーケンスを含
み，次にガードインタバル３０４に続く。システム情報シンボル３０６は，少なくとも基
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地局の現用ガードインタバル３１５，３１６，３１８，３２０，３２２及び３２４に関す
る情報を示し，少なくとも各ペイロードシンボルの前に来る。そして更なるシンボル３０
８，３１０，３１２及び３１４は，互いにガードインタバルで分離され，システム情報シ
ンボル３０６が搬送するシステム情報（の少なくとも一部）によって示される長さを有す
る。基地局の現用ガードインタバルを示すシステム情報に先行するガードインタバルは，
ほかのシンボルに先行するタイプ２ガードインタバルに対してタイプ１ガードインタバル
として図３に示されている。本実施例においてタイプ１は固定期間であり，その長さは前
述の図３に示す本実施例の所定長である。タイプ２は，チャネル状態によって長さが可変
に，又はパラメータ化できるものであり，その長さはシステム情報シンボル３０６によっ
て示される。
【００４２】
　図４に示すように，本発明のいくつかの実施例によれば，移動体デバイス４００はフレ
ーム化及び同期デバイス４０４を備え，それは線４０２のトレーニング信号（トレーニン
グ及びパイロットシンボルに対応）に反応してフレームの時間位置を判定し，線４０６に
時間位置の信号指示を供給する。移動体デバイス４００はまた信号処理デバイス４０８を
備え，それはシステム情報シンボル３０６の時間位置を判定するためのフレーム時間位置
についての，線４０６の信号指示に反応する。システム情報シンボルは，図示した実施例
においてはトレーニング及びパイロットシンボルの直後で移動体デバイスに既知の固定ガ
ードインタバル後にあり，したがってこの実施例において，所定時間インタバルは固定ガ
ードインタバルである。固定ガードインタバル３０４を予め知ることによって，ユーザ装
置は線４０２の信号について繰り返し試験を行うことなく，システム情報を直ちに判定す
ることができる。
【００４３】
　本発明によれば，上述のようにシステム情報シンボル３０６が搬送するシステム情報は
，このフレームにおいて用いられるほかのガードインタバル又は巡回プレフィクス３１５
，３１６，３１８，３２０，３２２及び３２４のサイズを示す情報を含む。すなわちこれ
らのガードインタバルは，ペイロードシンボルのようなほかのシンボルを分離する。この
ように本発明は，システム情報シンボルに先行するガードインタバルと同一又は異なるガ
ードインタバルによって互いに分離されている更なるシンボルを，移動体デバイスが処理
できるようにする。（システム情報は所定位置にあるので，）ガードインタバルの長さを
判定するために実験を行う代わりに，システム情報からガードインタバルの長さを得た後
で処理を行うことができる。
【００４４】
　図４の信号プロセッサ４０８は，ほかのシンボルを分離する際に用いるガードインタバ
ルを判定する線４１０のシステム情報をモジュール４１２に供給する。一方その情報は，
フレーム化デバイス４０４が判定した時間位置情報を用いて，線４０２の信号から直接判
定器４１２によって判定することができる。時間位置情報は，判定器４１２に直接供給し
てもよいし，図示のとおり，信号プロセッサ４０８を介して線４１０のシステム情報と共
に供給してもよい。
【００４５】
　どの場合にも，ガードインタバルがモジュール４１２のようなデバイスによっていった
ん判定されると，モジュールはその信号指示を線４１４上で，ペイロードすなわちシンボ
ルプロセッサ４１６に線４１４を介して供給し，プロセッサはまた線４１０のシステム情
報信号にも反応し，線４０２の無線接続ネットワークからの信号を，そのシンボルを示す
出力信号を線４１８に供給する。
【００４６】
　ここでガードインタバルによって送信するときの，種々のガードインタバル又は巡回プ
レフィクスの使い方を説明する。
【００４７】
　短巡回プレフィクスは，通常サービスの通常セルラシナリオにおいて用いられる。
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【００４８】
　長巡回プレフィクスは，大きなセル，及び／又は山岳環境，及び／又は途切れ途切れに
高層ビルが見えるある市街地，のような長ＲＭＳ遅延拡散を有する環境で用いることがで
きる。このように，長ＲＭＳ遅延拡散がある可能性が高いセルでは，長巡回プレフィクス
を常に用いることが有利である。また基地局が（少なくとも１人の）特に長ＲＭＳ遅延拡
散を有するユーザにサービス提供している特定フレームにおいても，長巡回プレフィクス
を用いるのが有利であり，すべてのユーザが短巡回プレフィクスでサービス提供できると
きは，短巡回プレフィクスを用いるのが有利である。基地局は，ＵＬ送信によってユーザ
の遅延拡散を測定することができることを思い出してほしい。第１の場合（長ＲＭＳ遅延
拡散がある可能性が高いとき）は実現が容易であるが，長巡回プレフィクスの使用が必要
なときに限定されるため，後者の方がより高いスループットが得られる。
【００４９】
　また長巡回プレフィクスは，例えばマルチキャスト同報（ＭＢＭＳ）のような特定サー
ビスに用いてもよい。ＯＦＤＭ（及び巡回プレフィクスを用いるほかのシステム）におい
ては，長巡回プレフィクス内の種々の基地局からの信号が結合されて，シームレスかつ透
過なマクロダイバシチを提供する。このためには，各基地局がＭＢＭＳのために用いる巡
回プレフィクス以内で同期している必要がある。ＭＢＭＳに関しては次の少なくとも２つ
の状況が考えられる。ａ）ＭＢＭＳがシステム全体に同期して同報されている場合，及び
ｂ）ＭＢＭＳがシステム全体のうち一部だけに同期して同報されている場合。後者の状況
は，システムがカバーする全地理的範囲に対して与えられたＭＢＭＳの要望がない，シス
テムの一部が輻輳してシステム全体に対して完全に同期したＭＢＭＳ送信を行うことが困
難なためＭＢＭＳを遅延させる必要がある，又は効果的な（ＤＶＢ－Ｔに規定されている
）「単一周波数ネットワーク」のサイズが限られている，のいずれかの結果として生じる
ことがある。（ネットワークが同期しているときは，ダウンロードデータ共有チャネル又
は，ダウンロードデータ個別チャネルのソフトハンドオーバは，ハンドオーバに関係する
双方又はすべてのセルにおいて長巡回プレフィクスが用いられているフレームにソフトハ
ンドオーバする必要があるユーザを割り当てることによって実現できる。）
【００５０】
　本発明はまた，隣接セルにおいて用いられているガードインタバル又は巡回プレフィク
スを，システム情報内で通知することを含む。これは，特定セルがすべてのユーザに対し
て長巡回プレフィクスを用いる上記の状況においても，同様に可能である。ＭＢＭＳがシ
ステム全体に対して同期して同報される場合，システム全体であるＭＢＭＳの同報中に長
巡回プレフィクスを用いることができ，そのため特定セルにおいて用いられる巡回プレフ
ィクスを通知する必要がない。
【００５１】
　（パラメータ化できる）セル内の現用（若しくは基地局又はノードＢ当たり１セルの場
合，基地局又はノードＢの現用）ガードインタバル又は巡回プレフィクスは，少なくとも
ある状況においてセルごと，及び／又は時間ごとに変更することができる。システム情報
の一部として送信するセル内で用いられるユーザ，サービス又はハンドオーバの種類につ
いての情報（及びセル内で用いられているガードインタバル又は巡回プレフィクスについ
ての対応する情報）をすべての隣接セルに搬送するため，次が必要である。
【００５２】
　ａ）あるセル内のユーザの物理特性及び／又はサービス，並びに一組のほかのセル内で
送信されるシステム情報をリンクする（システムをより複雑にする）上位層信号方式，及
び／又は
　ｂ）システム情報更新の正確な期間のために，あるセルにおける巡回プレフィクスを用
いること。
【００５３】
　通常システム情報はフレームごとには更新されず，より少ない頻度で行われる。このよ
うに示された巡回プレフィクスは，システム情報更新がない引き続くフレームにおいて用
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いられ，ユーザ装置は同一の巡回プレフィクスをいくつかの引き続くフレームにおいて使
い続ける。またあるセルに属するシステム情報の周期的更新は，そのセルに属するシステ
ム情報を送信するすべてのセルで時間がそろっていることが望ましい。
【００５４】
　また（例えばＷＣＤＭＡからＥ－ＵＴＲＡＮへ，又はＧＳＭからＥ－ＵＴＲＡＮへの）
システム間ハンドオーバにおいては，別のシステムにおける現用巡回プレフィクスに属す
る情報はシステム情報の一部として同報することができる。
【００５５】
　本発明は，（パラメータ化できる）セル内の現用（又は基地局又はノードＢの現用）巡
回プレフィクスについての知識なしに，システム情報を搬送するＢＣＨを読むことができ
る。そしてシステム情報を取得することでユーザ装置を煩わせることなく巡回プレフィク
スを変更してチャネル状態に合わせることを可能にする。
【００５６】
　図５に，基地局（又はノードＢ）５０１（すなわち無線接続ネットワーク要素）及び移
動機５０２（又はほかの種類のユーザ装置）において使われる本発明を示す。図示したと
おり基地局は，入力ビットストリームを変調して送信のための変調搬送波信号を供給する
変調器５０１ａと，変調搬送波信号を空中に送信する送信器５０１ｂと，を含む。変調搬
送波信号は多数の搬送波を含み，本質的にそれぞれが物理副チャネルである。例えばＯＦ
ＤＭの場合，変調搬送波は多数の直交副搬送波信号からなり，無線インタフェースで送信
するために，それぞれが（高い）搬送周波へアップコンバートされている。これら副搬送
波の少なくとも１つは，一連のフレームを搬送し，フレームの少なくとも１つのはトレー
ニングシーケンス及び基地局の現用の（パラメータ化できる）ガードインタバルを示す（
論理チャネルＢＣＨで供給される）システム情報を含む。本発明によれば，システム情報
とトレーニングシーケンスとの間に所定の時間インタバル（例えば図３に示すように，通
常はトレーニングシーケンスの終わりから測定する）を有するように，基地局の現用ガー
ドインタバルを示すシステム情報を，変調器がフレームのある時点で供給する。
【００５７】
　引き続いて図５を参照すると，移動機５０２は搬送波信号を受信する受信器５０２ａと
，受信した搬送波信号を復調して，基地局の変調器へのビットストリーム入力の最良の推
定値としての出力ビットストリームを供給する復調器５０２ｂと，を含む。受信した変調
信号を復調する際に，復調器は所定の時間インタバルについて（変調器内の）プログラム
された値又は固定布線の値を用いる。この所定の時間インタバルは，復調器がガードイン
タバルを示すシステム情報を捜し，次にガードインタバルの長さを取得し，それでフレー
ム内のほかのシンボルを復調できるようにする。
【００５８】
　図６ａ，６ｂ及び６ｃは，（通常同期及び／又は等化を可能にする）トレーニングシー
ケンスと，基地局（又はいくつかの無線システムにおいてはノードＢ）の現用ガードイン
タバルを示すシステム情報との間の種々の時間関係を示す。図６ａにおいては，図３に示
すようにトレーニングシーケンスと現用ガードインタバルを示すシステム情報（ほかのＯ
ＦＤＭシンボルが搬送する，ほかのシステム情報とは恐らく異なる）との間の所定の時間
インタバルは，ユーザ装置によって正のオフセット（負のオフセットもまた本発明に含ま
れる）として解釈する一実施例が示されている。それによってシステム情報を搬送するＯ
ＦＤＭシンボルは，トレーニングシーケンスに続く（既知の）オフセットによって捜すこ
とができる。また図６ａは，所定の時間インタバルが，ユーザ装置がトレーニングシーケ
ンスを読み取り，そして正に次のシステム情報シンボルではなく，むしろ現用ガードイン
タバルを示す情報を取得するために，最も離れた次のシステム情報シンボルを待ち，そし
てその情報を用いて読み取りバッファに以前に読み込まれたシンボルを解釈するようにな
っている実施例における所定の時間インタバルを示す。
【００５９】
　図６ｂは，現用ガードインタバルを示すシステム情報が少なくともいくつかのペイロー
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ドシンボルの後に続くような所定の時間インタバルを示す。
【００６０】
　図６ｃは，システム情報が多く，そのすべてを搬送するのに２以上のＯＦＤＭシンボル
を必要とする場合の所定の時間インタバルを示しており，その所定の時間インタバルは，
現用ガードインタバルを示す情報を搬送する特定のシステム情報シンボルを捜すために，
ユーザ装置がどこを見ればよいかを示す。
【００６１】
　上述のとおり，現用ガードインタバルを示す情報を搬送するシステム情報シンボルは，
いくつかの応用のためのいくつかの実施例においては，トレーニングシーケンスを搬送す
るものと同一のＯＦＤＭシンボルによって搬送することができる（この場合，所定の時間
インタバルは長さ０である）。
【００６２】
　本発明は，主として信号を受信又は送信する装置（移動機若しくは基地局又はノードＢ
）の意味で記載されているが，そうするためには装置を適切に構成，又はプログラムする
か，若しくは適切な特定用途集積回路を用意する必要があることも指摘される。そのよう
な特別の特徴を備えた機能によってだけ，装置は信号として受信した情報を解釈及び利用
することができる。このようにして信号を受信する装置は，その信号を処理する装置を示
し，その処理はメモリデバイス上に記憶された命令を実行するはん用プロセッサ又は特定
用途集積回路（ＡＳＩＣ）によって行うことができる。ＡＳＩＣは通常デジタルであり，
特定用途のために設計されたチップであるが，一般にはＡＳＩＣはデジタル回路かアナロ
グ回路のいずれかであってよい。ここで用いた「チップ」という用語は，（通常はシリコ
ンである）半導体材料の小さな素片であって，その上に集積回路が組み込まれるものを指
す。通常のチップは何百万もの電子コンポーネント（トランジスタ）を含むことができる
。したがって本発明はまた計算機プログラム製品，すなわち不揮発性メモリデバイス（多
くの例のうちいくつかを上げれば，例えばいわゆるフロッピーディスク（登録商標）又は
コンパクトディスク（登録商標））内に計算機可読形態で記憶されたソフトウェア，を提
供し，それは計算機プロセッサが後に実行するための命令を計算機プロセッサに示し，命
令が実行可能ＲＡＭ（ランダムアクセスメモリ）に複写されると，計算機プロセッサによ
って利用される。そして本発明はまた，計算機プログラム製品のソフトウェアによってプ
ログラムされたとおりにプロセッサが提供するのと同一の機能を有するＡＳＩＣも提供す
る。
【００６３】
　上述の構成物は，本発明の原理の応用を例示するものに過ぎないことを理解されたい。
当業者であれば，本発明の範囲から逸脱することなく多くの修正物及び代替物を考案する
ことができ，本願の請求項はそのような修正物及び構成物を含むことを意図している。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明を実装するタイプのＵＭＴＳのパケットネットワークアーキテクチャを示
す図である。
【図２】図１に示すＵＭＴＳの全体アーキテクチャのいくつかの更なる詳細を示す図であ
る。
【図３】本発明による多数の巡回プレフィクスサイズ（この場合は２）を有する提案シン
ボル構成の例示フレーム構造であって，フレーム内で搬送されるシステム情報が巡回プレ
フィクスサイズの少なくとも１つを示し，残りは所定のものであるフレーム構造を概略示
す図である。
【図４】本発明による移動機を示す図である。
【図５】本発明による動作中の基地局及び移動機のブロック図及びフロー図である。
【図６ａ】本発明によるトレーニングシーケンスとガードインタバルを示すシステム情報
との間の時間関係を概略示す図である。
【図６ｂ】本発明によるトレーニングシーケンスとガードインタバルを示すシステム情報
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との間の時間関係を概略示す図である。
【図６ｃ】本発明によるトレーニングシーケンスとガードインタバルを示すシステム情報
との間の時間関係を概略示す図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６ａ】
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【図６ｂ】 【図６ｃ】

【手続補正書】
【提出日】平成19年1月30日(2007.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　本発明によれば，上述のようにシステム情報シンボル３０６が搬送するシステム情報は
，このフレームにおいて用いられるほかのガードインタバル又は巡回プレフィクス３１５
，３１６，３１８，３２０，３２２及び３２４のサイズを示す情報を含む。すなわちこれ
らのガードインタバルは，ペイロードシンボルのようなほかのシンボルを分離する。この
ように本発明は，システム情報シンボルに先行するガードインタバルと同一又は異なるガ
ードインタバルによって互いに分離されている更なるシンボルを，移動体デバイスが処理
できるようにする。（システム情報は所定位置にあるので，）ガードインタバルの長さを
判定するために実験を行う代わりに，そのシステム情報からガードインタバルの長さを得
た後で処理を行うことができる。
【手続補正書】
【提出日】平成19年6月25日(2007.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２９】
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　基地局が無線フレームを送信する無線環境において動作する移動体デバイスであって，
無線フレーム当たり少なくとも２つの別のガードインタバルを規定し，トレーニングシー
ケンスシンボルと，引き続くシステム情報シンボルが固定ガードインタバルで分離され，
前記無線フレームの更なるシンボルは，前記固定ガードインタバルに等しいか小さいイン
タバルを有するほかの引き続くガードインタバルで分離され，前記システム情報は前記ほ
かの引き続くガードインタバルを示す移動体デバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３０】
　基地局が無線フレームを送信する無線環境において動作する移動体デバイスであって，
各無線フレームは，ガードインタバルに続くトレーニングシーケンスシンボルと，システ
ム情報シンボルと，引き続くガードインタバルによって互いに分離された更なるシンボル
と，を含み，
　前記トレーニングシーケンスシンボルに反応して，フレームの時間位置を判定し，その
信号指示を供給するフレーム化デバイスと，
　前記フレームの前記時間位置の前記信号指示に反応する信号プロセッサであって，前記
固定ガードインタバルに等しいか小さいインタバルを有する前記引き続くガードインタバ
ルによって互いに分離された前記更なるシンボルを前記移動体デバイスが処理できるよう
に，前記移動体デバイスが前記システム情報の判定を可能にするため，前記トレーニング
シーケンスシンボルの後の固定ガードインタバルにおける前記システム情報シンボルの時
間位置を判定し，前記システム情報は前記引き続くガードインタバルを示す信号プロセッ
サと，
を備える移動体デバイス。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３３】
　無線フレームを送信する基地局を含む無線接続ネットワークを備える移動体通信システ
ムであって，前記基地局は，無線フレーム当たり少なくとも２つの別のガードインタバル
を規定し，トレーニングシーケンスシンボルと，引き続くシステム情報シンボルが固定ガ
ードインタバルで分離され，前記無線フレームの更なるシンボルは，前記固定ガードイン
タバルに等しいか小さいインタバルを有するほかの引き続くガードインタバルで分離され
，前記システム情報は前記ほかの引き続くガードインタバルを示すように構成する移動体
通信システム。
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